
　　福島県立（旧制）安積中学校出身者のための東京学生寮

調査期間　：　平成２９年（２０１７年）１１月１日～１１月２３日

調査方法　：　1)　文献調査

安積歴史博物館

東京都新宿区中央図書館

東京都新宿区戸山図書館

東京都中野区中央図書館

国立国会図書館データベース検索

朝日新聞デジタルデータベース検索

国土地理院地図検索　航空写真データベース

Yahoo地図検索

Google地図検索

　　2)　現地調査

新宿区西早稲田１丁目早稲田大学キャンパス

新宿区高田馬場４丁目２５番付近

中野区新井５丁目１３番付近

概要説明

１．　福島県立安積中学校五十年史より

桑野寮設立経緯と、当時の所在地が記述

２．　安中・安高百年史より

東京桑野寮の変遷をより詳細に記述

３．　現地調査と現在の地図比較

大正１２年～昭和７年の９年間　・・・高田馬場

昭和７年～昭和２０年の１３年間・・・新井薬師

４．　航空写真での検証

現在と、昭和２２年（戦後）、昭和１１年の比較

５．　開寮の地「戸塚原」は地番が不明

大正期、昭和初期の地名から推定

大正１２年測量区分地図

早稲田大学キャンパス鳥瞰図（昭和７年）

平成２９年（２０１７年）１１月２３日

東京桑野会　広報部会　芳賀雅美

学生用寄宿舎「東京桑野寮」についての調査報告
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東京桑野会　広報部会

１５９～１６０頁の掲載記事

『桑野寮開設』　７行記載『桑野寮開設』　７行記載『桑野寮開設』　７行記載『桑野寮開設』　７行記載

大正１０年１０月１７日　誕生

戸塚町（戸塚原一丁許の所）

箭内亙（６期）らが尽力し開寮

↓

大正１２年５月　移転

戸塚町伊勢原８３８番地

↓

昭和７年７月２８日　家屋購入

後援会が四千円を投じた

中野区薬師町２５５番地

家屋２棟＝母屋は２階建、離れ平屋

同年９月に転居

現在の地番現在の地番現在の地番現在の地番

戸塚原一丁（戸山ヶ原一丁目か？）

詳細不明であるが、西早稲田１丁目・詳細不明であるが、西早稲田１丁目・詳細不明であるが、西早稲田１丁目・詳細不明であるが、西早稲田１丁目・

戸塚町１丁目の大隈会館のあたりか戸塚町１丁目の大隈会館のあたりか戸塚町１丁目の大隈会館のあたりか戸塚町１丁目の大隈会館のあたりか

地番不記載のため、特定できない地番不記載のため、特定できない地番不記載のため、特定できない地番不記載のため、特定できない

↓

戸塚町伊勢原８３８番地

新宿区高田馬場４丁目２５番あたり新宿区高田馬場４丁目２５番あたり新宿区高田馬場４丁目２５番あたり新宿区高田馬場４丁目２５番あたり

高田馬場公園の南西付近と推定高田馬場公園の南西付近と推定高田馬場公園の南西付近と推定高田馬場公園の南西付近と推定

↓

中野区薬師町２５５番地

中野区新井５丁目１３番あたり中野区新井５丁目１３番あたり中野区新井５丁目１３番あたり中野区新井５丁目１３番あたり

新井薬師公園の東隣付近と推定新井薬師公園の東隣付近と推定新井薬師公園の東隣付近と推定新井薬師公園の東隣付近と推定

箭内亙　のほかに功労者として、

七海兵吉、濱田四郎、南大曹、

寺田四郎、服部喜一郎、中島幹雄、

今井精三郎、瀬谷浩、志賀梯輔、

遠藤康彦、遠藤将三、鈴木芳貫、

渡邊得之助、新田彌三郎、阿部源一、

柏木悟郎　の名がある

入寮希望者が増加し、次々と広い家屋を

求めて、移転していったと考えられる。

次頁に続く

東京桑野寮の設置場所特定について

１．福島県立安積中学校五十年史 （昭和９年３月３１日発行）

２．安中・安高 百年史 （昭和５９年９月８日発行）
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　百年史の、１１４８～１１５２頁　「東京桑野寮の変遷」　より抜粋

中

略
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　百年史における『東京桑野寮』の記述は多いので全文は割愛するが、五十年史の

記載事項に加えていくつか新しいことが分かった。

（１）　開寮の地は、戸山ヶ原一丁目。二階建て一戸を借用。

（２）　開寮時の寮生は、大方政一（桑野寮代表＝寮長）、新田彌三郎、渡邊得之助、

　　　柏木悟郎、阿部源一　の５名。

（３）　寮の名称は、箭内亙博士によって、母校所在地の名を取り、『桑野寮』と命名。

　　　箭内亙（安積６期生）は、大正１０年当時は東京帝国大学文学部東洋史学科

　　　助教授で、大正１４年に教授となる。

（４）　半年ほどで、近くの別棟を借り転居している。

（５）　手狭になって大正１２年５月に、戸塚町伊勢原へ移転となるが、当時の寮生は

　　　８名。賄い婦の母子２名と合わせ、１０名が生活した。

（６）　戸塚町伊勢原での建物賃借料は月７０円（当時）。食費や賄い婦の給与も合

　　　わせて寮生の人数割りとした。

（７）　昭和７年７月２８日に、中野区新井薬師町の医院が売りに出されていたものを

　　　四千円で購入。土地は借地権で建物２棟を購入した。

（８）　上記四千円のうち、半分の二千円を母校創立四十周年同窓大会の募金で

　　　賄い、残りの二千円を寮生が５年間かけて返済した。

（９）　寮での賄い婦は、設立当初の初代が「お末さん」。２ヶ月ほどでやめ、二代目は

　　　郡山から呼び寄せた狩谷タツノさん、その３～４年後に長期間にわたって寮生の

　　　面倒を見てくれた石塚トヨさん。通称「トヨばあさん」。

（10）　石塚トヨさんは、昭和２０年５月２４日午後１０時ころから始まった米軍の爆撃

　　　により、翌日未明に寮が焼け落ちるのと運命を共にしてしまった。朝日新聞の

　　　記事によれば、寮生の津野喜三次（安積５５期生）と手を取り合って戦火の中

　　　を逃げる途中、焼夷弾の破片を首に受け出血多量で早朝に死亡。近所の

　　　当時女子中学生だった佐伯芳枝さんが、目撃して１９９０年４月２７日の朝刊

　　　に「戦時中の思い出」として投稿している。

（11）　石塚トヨさんの遺骨は新井薬師（梅照院）に寮生によって埋葬されたが、昭和

　　　２９年３月２１日に元寮生の安藤重春（安積４３期生）＝日本画家・安積幼稚

　　　園の園長・安積国造神社宮司＝が、郡山の安藤家墓地に移設。

（12）　東京桑野寮で生活した寮生は、総計数７５名。

（13）　東京桑野寮再建の運動は戦後何度か活発になったが、実現しなかった。

　　　　　　　　ちょっとピンボケになってしまった

　　　　　　　　が、新井薬師時代の寮写真。
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２０１７年１１月１８日（土）に、現地写真を撮影した。２０１７年１１月１８日（土）に、現地写真を撮影した。２０１７年１１月１８日（土）に、現地写真を撮影した。２０１７年１１月１８日（土）に、現地写真を撮影した。

新宿区高田馬場４丁目２５番あたり新宿区高田馬場４丁目２５番あたり新宿区高田馬場４丁目２５番あたり新宿区高田馬場４丁目２５番あたり

ＪＲ高田馬場駅南の、諏訪通りガードをくぐって西に３００ｍほど。右手北側である。

現地写真（２０１７年１１月１８日土曜日　曇り時々小雨）

ＪＲ

山手線

諏訪通り
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中野区新井５丁目１３番あたり中野区新井５丁目１３番あたり中野区新井５丁目１３番あたり中野区新井５丁目１３番あたり

西武新宿線の新井薬師前駅から、西南西５００ｍほどの住宅街。

新井薬師公園の東隣付近。

東京桑野寮の開寮の地は、地番が不明で特定できなかった。

大正１０年当時、東京府豊多摩郡戸塚町下戸塚と推定される。

後述の地図と早稲田大学の鳥瞰図を参照のこと。

今後新たな資料が発見され、下戸塚の地番が判明すれば特定できる。

西武新宿線
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諏訪通ガード

諏訪通ガード

諏訪通ガード

新宿区高田馬場４丁目２５番４号

2017年

現 在

山

手

線

1947（昭和22年）年3月戦後

1936年（昭和11年）6月

淀橋区戸塚町４丁目８３８番地



中野区新井５丁目１３番２号

2017年

現 在

1947（昭和22年）年3月戦後

1936年（昭和11年）11月

中野区薬師町２５５番地

新井薬師口

交差点

新井薬師口

交差点

新井薬師口

交差点



西早稲田１丁目西早稲田１丁目西早稲田１丁目西早稲田１丁目

戸塚町１丁目戸塚町１丁目戸塚町１丁目戸塚町１丁目

東京桑野寮 開寮の地 （推定）

東京府豊多摩郡戸塚町下戸塚 大正１２年測量区分地図

安積中学五十年史には、『戸塚町（戸塚原一丁）』と記載

下図赤線内の、早稲田大学を中心とする東西５５０ｍ、南北７１０ｍ内と推定

神田川神田川神田川神田川



この写真（鳥瞰図）のどこかに、東京桑野寮の開寮の地が写っているかもしれない。

早稲田大学の歴史資料より転載した。

大正１２年の測量区分地図や現在の国土地理院地形図と比較すると分かり易いかと思う。

編集・構成：　東京桑野会　広報部会　会報編集委員会

以　上

早稲田大学 早稲田キャンパス鳥瞰図　昭和７年（1932年）の航空写真より

大隈邸大隈邸大隈邸大隈邸

電鉄車庫電鉄車庫電鉄車庫電鉄車庫

宝泉寺宝泉寺宝泉寺宝泉寺

法輪寺法輪寺法輪寺法輪寺

電鉄早稲田駅電鉄早稲田駅電鉄早稲田駅電鉄早稲田駅

運動場運動場運動場運動場

神田川神田川神田川神田川


